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コンビニエンスストアでの消費行動から見た生活行動分析
問題意識
過去10年来、24時間コンビニエンスストアが全国的に店舗を拡大し、人々は24時間日用品を得られる環境になった。そのような環境になってくると人間の生活行動において食の制限が無くなり，いつでも好きなときに得られるようになる．
そして，24時間オープンしているコンビニエンスストア業界が発達しているという点を受け，24時間利用者がいるということになる．1日をいくつかの時間帯に区切った場合に普段コンビニエンスストアを利用する時間帯が決まってくるはずであるのでそれぞれの時間にコンビニエンスストアの利用者のライフスタイルの動向を調べる．
分析方法・対象
対象
　慶應義塾大学 学部 約20名程度
質問内容

　コンビニエンスストアとの関わり・その人の生活行動を表すような指標をアンケートによって調査する．
　　ex:）一日のコンビニ利用回数      　　 回
　　　　　　・弁当　・インスタント食品　・飲料（ソフトドリンク・酒類）　・雑誌　・菓子　・睡眠時間　・睡眠開始時間　・コンビニエンスストア利用時間
分析手順
　コンビニエンスストアでの消費から利用回数を重回帰分析等を行う。
コンビニの利用回数を何かで説明する
何が言えそうか
ある時間帯にくる消費者の目的，動向がわかるので，それらの消費者が他に欲していることをコンビニエンスストアに用意することによって売り上げにつなげることができるだろう．
